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 皆さんの地域の取組みを
市 社 協 地 域 福 祉 課 ま で 
ぜひお知らせください！  

廿日市市社協 廿日市地域の福祉情報紙 

 廿 日 市 地 域 の サ ロ ン ・ 見 守 り 活 動 な ど 様 々 な 福 祉 の 取 組 み を

伝 える情 報 紙 「 つながＬ ｅ ｔ ｔ ｅ ｒ （ レター） 」 を発 行 しています。 

８月１日、あいプラザ多目的ホールで、盲導犬や視覚障がいについて、理解を深めて
もらおうと、小学生や保護者などを対象に、日本盲導犬協会の盲導犬サマースクールが
開催されました。 

75 人が参加し、視覚障がいのある人の生活や白杖について、手引き歩行の方法や、
盲導犬の役割などの話を聞いた後、実際にＰＲ犬「ナル」のデモンストレーションを見
て、盲導犬がどのように、視覚障がい者をサポートしているかについて学びました。 

ハーネスを付けているときはお仕事中です。触ったり、声を
かけたり、目を見つめたり、餌をあげるなど、しないでくだ
さいね」とお話がありました。 

子どもたちからの質問タイムでは「目が見えないのに、ど
うやってハーネスをつけるの？」や「盲導犬がわかる言葉は、
何種類ありますか？」など、次々と手が挙がっていました。 

廿日市市にも、盲導犬ユーザーがいらっしゃいます。視覚
障がいの人が、もし、困っている様子であれば、いきなり腕
や肩にさわるのではなく、「何かお手伝いしましょうか」と、
ひと声かけて、お手伝いをお願いします。 

盲導犬協会から、みなさんへの
お願いとして「盲導犬を街で見か
けたら、温かく見守ってください。

「あつまりん祭 in あいプラザ」は、多数の
福祉関係団体が参加予です。 

バザー、赤い羽根共同募金、ボランティア体
験、障がい疑似体験、盲導犬協会による盲導犬
コーナー、宮島水族館からペンギンたちもやっ
てきます。是非お越しいただき、楽しみながら
いろいろな福祉体験をしてみませんか？ 

たくさんのご来場お待ちしております。 
 



  

 

 

  

 

 

 

  

   

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

「ひきこもり」は、若者から中高年まで誰にでも起こりうるものです。

家族の秘密として隠されることも多く、近隣住民から見えにくいため、早

期の支援が難しいのが現状です。当事者やご家族を地域で孤立させないた

めに「ひきこもり」に関する正しい理解を深め、どうすればよいか、誰に

相談できるか、自分たちにできることを一緒に考えてみましょう。 

【日時】１０月５日(土) １０ : ００～１２ : ００ 

【場所】中央市民センター 大研修室 

【定員】２０人程度 

【申込】TEL ０８２９－２０－１２６６ (中央市民センター)  

サロン世話人のためのおしゃべりサロ

ンでは、サロンで活用できるレクリエー

ションや講座、交流会など毎年４回程、

開催しております。 

７月２５日は、ニュースポーツの体験

会と世話人同士の交流会を行いました。

今回はモルック、シャッフルアンドゴル

フ、ラダーゲッターの３種目を体験しま

した。参加者２２人、スポーツ推進委員

の皆さんと一緒にニュースポーツの面白

さを体験しながら、さわやかな汗を流し、

交流会では世話人同士、元気と刺激をも

らいながら親睦を深めました。 

「熱心に活動されている人と交流が
出来て良かった」 

「皆で大きな声を出して
笑顔が良かった」 

 市社協では今後もサロンの

世話人・関係者同士のつなが

りや活動に活かせる情報を発

信していきます。 

 


